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急
激
な
人
口
減
少
に
、

全
国
約
１
７
０
０
も
の
市
町

村
や
県
が
対
策
を
講
じ
て
い

る
が
、
大
き
な
変
化
は
な
い
。

　
当
町
の
人
口
減
少
に
対
す

る
対
策
は
ど
う
な
っ
て
い
る

の
か
。

　
当
町
は
、
黒
潮
町
総
合
戦

略
に
お
い
て
、
産
業
、
福
祉
、

教
育
、
防
災
の
４
つ
の
領
域

に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
基
本

計
画
を
定
め
、
各
種
施
策
に

取
り
組
ん
で
き
た
。

　
人
口
増
に
向
け
た
施
策
と

し
て
、
移
住
、
定
住
の
促
進
、

都
市
部
で
開
催
す
る
移
住

フ
ェ
ア
や
移
住
相
談
会
な
ど

で
の
Ｐ
Ｒ
活
動
、Ｓ
Ｎ
Ｓ
を

通
じ
た
黒
潮
町
で
の
く
ら
し

の
情
報
発
信
な
ど
、
本
年
度

か
ら
は
不
妊
治
療
費
の
補
助
、

医
療
費
の
無
償
化
な
ど
、
経

済
的
負
担
軽
減
に
つ
な
が
る

事
業
を
実
施
し
て
い
る
。

　
県
と
目
標
を
共
有
し
、
既

存
の
施
策
や
事
業
の
見
直
し
、

新
た
な
施
策
の
展
開
を
検
討

す
る
た
め
、
歩
調
を
合
わ
せ
、

連
携
し
て
取
り
組
ん
で
行
く
。

　
　
小
中
学
校
給
食
費
の
無

償
化
は
、
人
口
減
少
や
子
育

て
支
援
に
も
大
き
く
影
響
し

て
い
る
た
め
、
何
ら
か
の
対

　
　
全
国
で
は
毎
年
、
子
ど

も
の
登
下
校
時
に
交
通
事
故

や
危
険
な
目
に
あ
う
事
案
が

多
く
報
告
さ
れ
て
い
る
が
、

当
町
の
現
況
は
ど
う
か
。

　
危
険
な
通
学
路
の
点
検
に

つ
い
て
は
全
国
的
に
も
対
策

が
行
わ
れ
て
い
る
。
当
町
で

は
、
学
校
ご
と
に
毎
年
夏
休

み
に
学
校
が
地
域
の
協
力
を

策
が
必
要
と
思
わ
れ
る
。

　
当
町
も
人
口
が
急
速
に
減

り
今
年
度
は
小
学
生
全
体
の

人
数
が
約
３
６
３
人
、
中
学

生
が
約
１
６
８
人
に
な
っ
て

い
る
。
そ
の
な
か
で
小
中
学

生
全
体
の
給
食
費
は
年
間
約

２
８
６
４
万
円
に
な
る
。

　
し
か
し
、
当
町
の
年
間
約

１
０
０
億
を
こ
す
予
算
の
中

な
ら
何
と
か
対
応
出
来
る
と

得
て
実
施
し
て
い
る
。
当
町

で
は
25
カ
所
中
、
20
カ
所
が

対
策
済
み
。
未
実
施
箇
所
に

思
わ
れ
る
。
四
万
十
町
も
令

和
５
年
度
か
ら
小
中
学
校
給

食
費
が
無
償
に
な
っ
て
い
る
。

　
当
町
の
対
応
を
問
う
。

　
学
校
教
育
法
に
お
い
て
、

学
校
給
食
の
材
料
費
に
相
当

す
る
経
費
は
、
学
校
給
食
を

受
け
る
児
童
又
は
生
徒
の
保

護
者
が
負
担
す
る
こ
と
が
明

つ
い
て
は
、
今
現
在
も
改
良

工
事
を
進
め
て
い
る
。

　

記
さ
れ
、
町
の
学
校
給
食
セ

ン
タ
ー
管
理
運
営
規
則
で
も

同
様
の
趣
旨
の
内
容
が
明
記

さ
れ
て
い
る
。

　
県
内
市
町
村
で
も
無
償
化

の
動
き
が
あ
る
こ
と
は
承
知

し
て
い
る
。
今
後
は
、
国
や

市
町
村
の
動
き
な
ど
を
注
視

し
な
が
ら
現
状
を
踏
ま
え
た

上
で
の
議
論
を
固
め
て
い
く

必
要
が
あ
る
。

人口問題

人口減少 今後の対策は

県と連携し新たな施策を

熊
野
浦
海
岸
線
改
良
（
避
難

道
路
）

成
又
熊
野
浦
線
の
改
良
工
事

整備された通学路（拳ノ川小学校東側）

拳ノ川小学校の校庭危険箇所
　崖、高木・下に遊具（令和６年６月）

　
　
農
業
離
れ
が
続
く
中
、

ど
の
よ
う
に
取
り
組
み
、
活

路
を
見
出
し
て
い
く
か
。
　

　
肥
料
、
農
薬
、
資
材
等
高

騰
し
た
が
、
作
物
の
販
売
価

格
は
下
が
っ
て
い
る
。
可
処

分
所
得
の
向
上
を
盛
り
込
ん

で
計
画
策
定
す
る
か
問
う
。

　
昨
年
７
地
域
で
座
談
会
を

開
催
し
た
。
４
月
か
ら
耕
作

者
、
地
権
者
へ
ア
ン
ケ
ー
ト

を
実
施
し
、
取
り
ま
と
め
を

し
て
い
る
。
11
月
に
地
域
座

談
会
を
開
催
、
令
和
７
年
３

月
に
地
域
計
画
策
定
を
予
定
。

　
離
農
す
る
農
家
に
比
べ
新

規
就
農
者
が
少
な
い
た
め
、

農
業
公
社
等
と
連
携
し
新
規

就
農
を
推
進
す
る
。
物
価
高

騰
に
対
し
て
も
支
援
を
し
て

い
る
。
　

　
先
ず
、
収
穫
量
の
向
上
を

図
り
農
家
所
得
の
向
上
に
繋

げ
て
い
く
。

　
　
学
校
敷
地
等
に
つ
い
て
、

教
育
の
場
に
ふ
さ
わ
し
い
管

理
を
し
て
い
る
か
。

　
評
価
基
準
を
作
っ
て
取
り

組
む
か
問
う
。

　
よ
り
よ
い
環
境
整
備
を
整

え
る
と
と
も
に
乳
幼
児
、
生

徒
の
生
命
財
産
を
守
る
観
点

か
ら
も
大
変
重
要
で
あ
る
と

認
識
し
て
い
る
。
各
保
育
所

や
学
校
と
意
思
疎
通
を
図
り

な
が
ら
子
供
た
ち
に
よ
り
良

い
教
育
環
境
が
整
備
さ
れ
る

よ
う
努
め
る
。
必
要
に
応
じ

て
教
育
委
員
会
に
よ
る
目
視

等
の
確
認
や
見
守
り
を
行
う
。

　
　
佐
賀
支
所
の
機
能
は
南

海
ト
ラ
フ
地
震
津
波
に
よ
り

不
能
に
な
る
。
保
健
セ
ン

タ
ー
で
代
替
え
機
能
確
保
を

図
る
方
針
だ
が
、
事
務
機
器

等
ど
の
よ
う
に
設
置
す
る
か
。

　　
光
ケ
ー
ブ
ル
が
繋
が
っ
て

い
る
時
は
住
民
票
、
印
鑑
証

明
等
は
発
行
可
能
。

　
戸
籍
は
、
専
用
端
末
等
が

必
要
な
た
め
現
状
で
は
発
行

で
き
な
い
が
衛
星
電
話
機
器

を
備
え
て
い
る
の
で
、
こ
れ

を
活
用
し
発
行
す
る
。

　
　
令
和
６
年
度
事
業
は
ど

の
よ
う
な
計
画
か
。

　
積
極
的
に
県
へ
出
向
き
、

計
画
の
実
現
に
向
け
て
取
り

組
ん
で
い
る
か
。

　
町
道
馬
荷
線
、
大
井
川
馬

荷
線
に
つ
い
て
は
改
良
工
事

を
実
施
中
。

　
令
和
６
年
度
の
事
業
計
画

は
、
町
道
成
又
熊
野
浦
線
、

熊
野
浦
海
岸
線
道
路
改
良
、

ヒ
ジ
ロ
ケ
谷
橋
改
良
、
ウ
タ

ノ
ハ
エ
橋
改
良
な
ど
の
測
量

設
計
と
な
っ
て
い
る
。

　
こ
れ
ら
の
事
業
に
つ
い
て

は
、
５
年
間
の
総
合
整
備
計

画
を
策
定
し
、
９
月
議
会
に

提
出
の
予
定
。

　
必
要
に
応
じ
て
県
へ
積
極

的
に
要
望
す
る
。

【
そ
の
他
の
質
問
】

・
伊
与
木
川
改
修
に
つ
い
て

整備中の通学路（町道田端支 1号線）

吉尾 昌樹 議員
よし  お    まさ   き

渡
辺 

企
画
調
整
室
長

子
育
て
支
援
で

　
　 

無
償
に

総
合
的
に

　 

判
断
す
る

学校給食
登
下
校
時
の

 

安
全
確
保
は

地
域
の
協
力
を

 

得
て
実
施
中

通学路
教
育
の
場
に
ふ
さ

わ
し
い
管
理
を

必
要
に
応
じ
て

　
　 

対
応
す
る

学校敷地管理

令
和
６
年
度
の

　 

事
業
計
画
は

９
月
議
会
へ

　 

提
案
す
る

辺地対策

佐
賀
支
所
の

　 

機
能
確
保
は

光
ケ
ー
ブ
ル
等
を

　  

活
用
す
る

防災対策
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農業施策

農業地域計画の策定は

関係機関・地域と
　　　　　 協力し取組む
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